
第
２
次
安
倍

政
権
が
発
足
し

て
か
ら
７
年
目

に
入
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
演
説
を
す
る
度
に
、
賃
金
、

雇
用
、
社
会
保
障
な
ど
が
良
く
な
っ
た

と
成
果
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
、
営
業
は
良
く
な

り
ま
し
た
か
。
日
本
社
会
は
住
み
よ
い

方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
か
。
答
え
は

「
Ｎ
Ｏ
！
」
で
す
。

２
０
１
７
年
の
厚
労
省
の
生
活
実
態

調
査
（
図
１
）
で
は
55
・
８
％
の
世
帯

が
、
「
生
活
が
苦
し
い
」
と
答
え
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
傾
向
は
上
昇
傾

向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
は
消
費
者
物
価
に
追
い
つ
か
ず
、

実
質
賃
金
は
低
下
し
て
い
ま
す
。
賃
上

げ
は
上
場
会
社
の
一
部
で
あ
り
、
総
じ

て
低
賃
金
と
貧
困
が
社
会
全
体
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
、

大
企
業
の
収
益

は
伸
び
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ

は
内
部
留
保
、
株
式
配
当
や
役
員
報
酬

に
充
て
ら
れ
、
軒
並
み
増
額
。
し
か
し
、

労
働
者
に
は
還
元
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
図
２
）

安
倍
首
相
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
、

大
企
業
が
自
由
に
利
益
を
あ
げ
る
た
め

の
政
策
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

軍
事
費
は
う

な
ぎ
昇
り
。
２

０
１
９
年
度
予

算
案
は
前
年
比

１
・
３
％
増
額
の
５
兆
２
５
７
４
億
円
、

６
年
連
続
で
増
額
。
こ
れ
は
社
会
保
障

関
係
費
な
ど
、
暮
ら
し
に
直
結
す
る
予

算
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

庶
民
よ
り
財
界
、
ア
メ
リ
カ
第
一
の

安
倍
政
権
を
今
年
こ
そ
倒
し
ま
し
ょ
う
。
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2019年 岐路に立つ暮らしと平和

安
心
し
て

生
き
ら
れ
る
社
会
に

安
倍
政
治
に
終
止
符
を
！

２
０
１
９
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
あ
な
た
や
ご
家
族
に
と
っ
て
、

良
い
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

安
倍
政
権
下
、
暮
ら
し
も
平
和
も
脅
か
さ
れ
る
社
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
そ
の
大
き
な
分
岐
点
で
す
。
安
倍
政
治
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
政
治
の
流

れ
を
変
え
る
た
め
に
、
一
緒
に
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

55
％
が生

活
苦

広
が
る

格
差
・
貧
困

軍
事
費
は

う
な
ぎ
昇
り

（国公労連ＨＰより ）

今
年
こ
そ

（図２）

（図１）



安
倍
内
閣
は
昨
年
の
12

月
21

日
、
２
０
１

９
年
度
当
初
予
算
案
、
１
０
１
・
４
兆
円
と

18

年
度
第
２
次
補
正
予
算
案
の
２
兆
７
９
７

億
円
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

19

年
度
予
算
案
に
は
安
倍
内
閣
の
基
本
的

な
考
え
方
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
ま
す
。
先

ず
財
界
や
金
持
ち
優
遇
の
軽
減
税
率
な
ど
に

よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
を
、
庶
民
へ
の
負
担

に
転
嫁
す
る
消
費
税
10

％
へ
の
引
き
上
げ
に

向
け
、
世
論
緩
和
策
の
軽
減
税
率
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
２
・
３
兆
円
を
計
上
。
そ
の
場
し

の
ぎ
対
策
で
、
消
費
税
率
引
上
げ
を
庶
民
に

強
要
す
る
も
の
。
ま
た
、
軍
事
費
は
右
肩
上

が
り
で
増
額
し
、
米
国
の
高
額
兵
器
の
「
爆

買
い
」
を
継
続
。
こ
れ
と
は
別
に
、
18

年
度

補
正
予
算
案
で
兵
器
購
入
費
が
３
９
９
８
億

円
も
ま
ぎ
れ
込
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

国
土
強
靭
化
を
含
め
た
公
共
事
業
関
係
費
は

６
兆
５
９
６
億
円
（
１
・
３
％
増
）
で
、
透

明
性
を
含
め
た
精
査
が
必
要
で
す
。
社
会
保

障
費
の
経
費
負
担
の
削
減
、
小
型
原
子
炉
開

発
支
援
予
算
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
公
債
費
31

兆
８
７
７
９
億
円
、
23

兆
５

０
８
２
億
円
の
利
払
い
と
、
公
債
依
存
、
自

転
車
操
業
予
算
を
継
続
。

こ
う
し
た
２
０
１
９
年
度
予
算
案
を
、
経

団
連
の
中
西
会
長
は
早
速
「
歓
迎
」
す
る
談

話
を
発
表
し
ま
し
た
。
庶
民
目
線
の
予
算
は

安
倍
内
閣
に
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

国
家
予
算
と
法
律
の
審
議
に
は
、
立
法
府

で
あ
る
国
会
の
機
能
回
復
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
数
年
間
、
安
倍
内
閣
と
自
公
与
党
は
、

暴
力
的
な
国
会
運
営
で
、
数
々
の
悪
法
を
強

行
採
決
し
て
き
ま
し
た
。
立
憲
野
党
の
共
闘

と
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
市
民
が
支
え
、
国
会
の

正
常
化
が
急
務
で
す
。

今
年
は
、
改
憲
を
執
念
と
す
る
安
倍
首
相

が
仕
組
む
、
自
民
党
改
憲
案
提
案
と
発
議
を

絶
対
に
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国

会
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
で
今
こ
そ
声
を

出
す
時
が
来
ま
し
た
。
立
憲
野
党
の
奮
闘
と

広
範
な
闘
い
を
全
国
で
創
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
か
ら
、
問
題
ば
か
り
の
外
国
人
労
働

者
受
け
入
れ
の
た
め
の
「
出
入
国
管
理
法
」
、

さ
ら
に
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
施
行

（
図
参
照
）
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
商
業
捕
鯨

再
開
の
た
め
、
国
際
協
調
主
義
を
放
棄
し
た

Ｉ
Ｗ
Ｃ
か
ら
の
脱
退
の
国
会
承
認
手
続
き
、

未
だ
闇
の
ま
ま
の
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
と
、

国
会
の
徹
底
究
明
が
必
要
で
す
。

４
月
に
は
統
一
自
治
体
選
挙
、
７
月
は
参

議
院
選
挙
を
む
か
え
ま
す
。
ペ
テ
ン
師
的
安

倍
政
治
に
庶
民
の
怒
り
を
ぶ
つ
け
、
選
挙
を

通
じ
て
、
政
治
を
大
き
く
変
え
ま
し
ょ
う
。
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２
０
１
９
年
１
月
に
通
常
国
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
４
月
か
ら
、
数
々
の
法
律
が
施
行
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
10
月
に
は
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
で
は

４
月
に
統
一
自
治
体
選
挙
、
７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
安
倍
首
相
の
異
常
な
執

念
で
あ
る
「
改
憲
」
が
今
年
１
年
を
貫
く
大
き
な
争
点
と
な
り
ま
す
。

庶
民
の
暮
ら
し
と
平
和
、
差
別
な
き
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
１
年
間
、
街
や
職
場
、

国
会
内
外
で
安
倍
政
治
と
闘
い
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
。

改憲と

消費税
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